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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第65期

第２四半期累計期間
第66期

第２四半期累計期間
第65期

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日

売上高 (千円) 626,249 511,069 1,584,560

経常利益 (千円) 84,055 27,709 154,527

四半期(当期)純利益 (千円) 54,460 18,160 99,334

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 201,600 201,600 201,600

発行済株式総数 (株) 4,032,000 4,032,000 4,032,000

純資産額 (千円) 2,006,862 2,047,875 2,039,132

総資産額 (千円) 3,111,437 3,252,987 3,159,742

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 13.59 4.53 24.80

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 7.00

自己資本比率 (％) 64.5 63.0 64.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △110,317 △11,955 △27,366

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △8,903 △283,124 △49,474

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 50,053 140,260 26,435

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 708,606 572,549 727,369
 

 

回次
第65期

第２四半期会計期間
第66期

第２四半期会計期間

会計期間
自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 9.40 4.19
 

(注) １ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては、記載しておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営んでいる事業の内容に、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリ

スク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、英国のＥＵ離脱問題で欧州経済の先行きに不透明感が増したこと

や、国内では製造業を中心とした輸出企業が円高によって収益を圧迫させており、景気回復の重荷となっている状

況であります。また、夏からの天候不順なども影響して、個人消費も盛り上がりに欠ける景況感が続いておりま

す。

このような状況の下、当第２四半期累計期間の売上高につきましては、防衛省予算の変更等により大幅な受注減

の影響を受け、前年同期と比べ115百万円下回る結果となりました。

利益面においても、営業利益以下減少となりました。しかし、下期以降の受注契約により期初に計画した業績予

想の利益を確保できる見込みであります。

以上の結果、当第２四半期累計期間の業績は、売上高511百万円（前年同期比18.4％減）、営業利益28百万円（前

年同期比66.6％減）、経常利益27百万円（前年同期比67.0％減）、四半期純利益18百万円（前年同期比66.7％減）

となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① 火工品事業

当第２四半期累計期間の火工品事業は、防衛省向け火工品の受注減や一部民間向け火工品の納期が下半期に移

行したことなどにより、売上高は432百万円（前年同期比21.1％減）となりました。

セグメント利益は、５百万円となり前年同期と比べ52百万円（90.6％減）減少しました。

② 賃貸事業

当第２四半期累計期間の賃貸事業の売上高は、前年同期と比べ大きな増減はなく78百万円（前年同期比0.9％

増）となりました。　

セグメント利益は41百万円と前年同期と比べ、火薬庫買取に伴う附帯経費の発生により５百万円（11.0％減）

減少しました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、営業活動によるキャッ

シュ・フローで11百万円の資金流出、投資活動によるキャッシュ・フローで283百万円の資金流出、財務活動による

キャッシュ・フローで140百万円の資金流入となりました。その結果、資金は前年同四半期累計期間と比べ136百万

円減少して572百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間における営業活動による資金は、税引前四半期純利益27百万円、減価償却費29百万円、

売上債権の減少153百万円などの資金流入に対して、たな卸資産の増加144百万円、未払消費税の減少25百万円、

法人税等の支払12百万円などの資金流出があり、11百万円の資金流出となりました。資金は、前年同四半期累計

期間と比べ98百万円流出が減少しました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間における投資活動による資金は、土地・火薬庫等の購入による有形固定資産の取得282百

万円などの支出により283百万円の資金流出となりました。資金は、前年同四半期累計期間と比べ274百万円流出

が増加しました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間における財務活動による資金は、借入金による資金の増加920百万円があり、借入金の返

済735百万円、配当金の支払27百万円、建設協力金の返還15百万円などの資金流出がありましたが、140百万円の

資金流入となりました。資金は、前年同四半期累計期間と比べ90百万円の増加となりました。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

　（火工品事業)

当第２四半期累計期間における研究開発費の金額は5,543千円であります。

なお、この期間において当社の研究開発の状況に重要な変更はありません。

　（賃貸事業）

賃貸事業につきましては、研究開発活動を行っておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 8,064,000

計 8,064,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成28年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成28年11月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,032,000 4,032,000
東京証券取引所Ｊ
ＡＳＤＡＱ（スタ
ンダード）

単元株式数は1,000株で
あります。

計 4,032,000 4,032,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年９月30日 ― 4,032,000 ― 201,600 ― 18,121
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(6) 【大株主の状況】

平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

細　谷　久　枝 東京都あきる野市 1,003 24.9

細谷火工共栄会 東京都あきる野市菅生1847 274 6.8

浅　原　　　勝 兵庫県三田市 272 6.7

松井証券㈱ 東京都千代田区麹町1-4 184 4.6

志　村　　　実 東京都青梅市 175 4.3

西武信用金庫 東京都中野区中野2-29-10 170 4.2

末　松　國　彦 福岡県行橋市 159 3.9

ナスクリエート㈱ 東京都中央区日本橋本町3-8-4 137 3.4

日油㈱ 東京都渋谷区恵比寿4-20-3 100 2.5

㈱りそな銀行 大阪府大阪市中央区備後町2-2-1 95 2.4

三井住友海上火災保険㈱ 東京都千代田区神田駿河台3-9 95 2.4

計 ― 2,664 66.1
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成28年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式)   
　　普通株式 　　

26,000
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 3,978,000 3,978 ―

単元未満株式 普通株式    28,000 ― 一単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 4,032,000 ― ―

総株主の議決権 ― 3,978 ―
 

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式188株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成28年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
細谷火工株式会社

東京都あきる野市菅生
1847番地

26,000 ― 26,000 0.6

計 ― 26,000 ― 26,000 0.6
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成28年７月１日から平成28年

９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成28年４月１日から平成28年９月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、公認会計士赤須克己及び公認会計士黒須裕による四半期レビューを受けております。

なお、当社の監査人は次のとおり交代しております。

第65期会計年度

公認会計士　江畑幸雄　公認会計士　一井正

第66期第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間

公認会計士　赤須克己　公認会計士　黒須裕

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がないため、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 727,369 572,549

  受取手形及び売掛金 410,775 258,660

  商品及び製品 29,569 22,905

  仕掛品 100,534 245,877

  原材料及び貯蔵品 151,850 157,220

  その他 31,059 42,885

  流動資産合計 1,451,160 1,300,098

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 310,865 307,925

   土地 1,041,348 1,310,334

   その他（純額） 156,055 150,590

   有形固定資産合計 1,508,270 1,768,851

  無形固定資産 47,042 12,501

  投資その他の資産 153,270 171,536

  固定資産合計 1,708,582 1,952,888

 資産合計 3,159,742 3,252,987

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 44,611 45,835

  短期借入金 613,992 611,004

  未払法人税等 14,682 10,531

  賞与引当金 38,667 39,553

  その他 174,656 86,182

  流動負債合計 886,610 793,107

 固定負債   

  長期借入金 21,028 208,079

  退職給付引当金 62,709 62,222

  役員退職慰労引当金 55,561 59,952

  製品保証引当金 22,176 15,841

  資産除去債務 8,913 8,913

  その他 63,610 56,994

  固定負債合計 233,999 412,004

 負債合計 1,120,610 1,205,111
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成28年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 201,600 201,600

  資本剰余金 18,121 18,121

  利益剰余金 1,777,870 1,767,990

  自己株式 △11,840 △11,840

  株主資本合計 1,985,751 1,975,871

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 53,380 72,004

  評価・換算差額等合計 53,380 72,004

 純資産合計 2,039,132 2,047,875

負債純資産合計 3,159,742 3,252,987
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 626,249 511,069

売上原価 394,394 348,694

売上総利益 231,855 162,374

販売費及び一般管理費 ※１  146,559 ※１  133,883

営業利益 85,296 28,491

営業外収益   

 受取利息 1 0

 受取配当金 1,508 1,798

 雑収入 1,229 911

 営業外収益合計 2,740 2,710

営業外費用   

 支払利息 2,118 2,049

 休止固定資産関係費用 1,730 1,420

 雑損失 131 21

 営業外費用合計 3,980 3,491

経常利益 84,055 27,709

特別利益   

 特別利益合計 ― ―

特別損失   

 固定資産除却損 0 196

 役員退職慰労金 1,000 ―

 特別損失合計 1,000 196

税引前四半期純利益 83,055 27,513

法人税、住民税及び事業税 27,769 8,203

法人税等調整額 824 1,149

法人税等合計 28,594 9,353

四半期純利益 54,460 18,160
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前四半期純利益 83,055 27,513

 減価償却費 27,923 29,210

 受取利息及び受取配当金 △1,510 △1,798

 支払利息 2,118 2,049

 売上債権の増減額（△は増加） 85,067 153,261

 たな卸資産の増減額（△は増加） △200,308 △144,048

 仕入債務の増減額（△は減少） △14,943 1,223

 賞与引当金の増減額（△は減少） 1,389 886

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,166 4,391

 製品保証引当金の増減額（△は減少） △4,965 △6,334

 未払消費税等の増減額（△は減少） △23,674 △25,275

 その他 △17,934 △40,170

 小計 △59,616 909

 利息及び配当金の受取額 1,510 1,798

 利息の支払額 △2,318 △1,911

 法人税等の支払額 △49,892 △12,752

 営業活動によるキャッシュ・フロー △110,317 △11,955

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △7,856 △282,644

 無形固定資産の取得による支出 △652 ―

 投資有価証券の取得による支出 △393 △480

 投資活動によるキャッシュ・フロー △8,903 △283,124

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入れによる収入 600,000 700,000

 短期借入金の返済による支出 △500,000 △700,000

 長期借入れによる収入 ― 220,000

 長期借入金の返済による支出 △10,292 △35,937

 リース債務の返済による支出 △470 △470

 配当金の支払額 △23,718 △27,866

 建設協力金の返還による支出 △15,465 △15,465

 財務活動によるキャッシュ・フロー 50,053 140,260

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △69,167 △154,819

現金及び現金同等物の期首残高 777,774 727,369

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  708,606 ※１  572,549
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号　平成28年６月17日）を当第１四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及

び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

これによる損益に与える影響は軽微であります。
 

 

（追加情報）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当第

１四半期会計期間から適用しております。

 
(四半期貸借対照表関係)

該当事項はありません。

 

(四半期損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

従業員給料 42,566千円 39,449千円

役員報酬 25,260千円 27,510千円
 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりで

あります。

 

 
前第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

現金及び預金 708,606千円 572,549千円

預入期間が３か月超の定期預金 ―千円 ―千円

現金及び現金同等物 708,606千円 572,549千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月25日
定時株主総会

普通株式 24,039 6 平成27年3月31日 平成27年6月26日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

　

当第２四半期累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月24日
定時株主総会

普通株式 28,040 7 平成28年3月31日 平成28年6月27日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

合計

火工品事業 賃貸事業 計

売上高 548,221 78,028 626,249 626,249

セグメント利益 58,102 46,926 105,029 105,029
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異

調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 105,029

全社費用(注) △19,733

四半期損益計算書の営業利益 85,296
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

合計

火工品事業 賃貸事業 計

売上高 432,325 78,744 511,069 511,069

セグメント利益 5,476 41,766 47,242 47,242
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異

調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 47,242

全社費用(注) △18,751

四半期損益計算書の営業利益 28,491
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 13円59銭 4円53銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 54,460 18,160

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 54,460 18,160

   普通株式の期中平均株式数(千株) 4,006 4,005
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載していません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年11月７日

細谷火工株式会社

取締役会 御中

 

公認会計士赤須会計事務所
 

 

  公認会計士   赤　須　克　己     印
 

 

黒須公認会計士事務所
 

 

  公認会計士   黒　須     裕     印
 

 

私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている細谷火工株式会社の

平成28年４月１日から平成29年３月31日までの第66期事業年度の第２四半期会計期間(平成28年７月１日から平成28年９

月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成28年４月１日から平成28年９月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

私たちの責任は、私たちが実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明

することにある。私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

私たちは、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

私たちが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、細谷火工株式会社の平成28年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了

する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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